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           編 集 後 記

 印刹の都合に より発刊が多少遅延致しました。今後は刊行の遅延 しな

いよう編集委員は努力致 して居 りますか ら一一 活発な御投稿を期待 して

/り ます。特に批判的綜報なども御投稿下さい。

 本号には去る6月10～11H京 都でおこなわれ ました化研講演会におけ

る講演題1-1を集録して:おきました。 (小泉)
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